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はじめに　
イエズス会が、天正の遣欧使節の帰国（一五九〇年）の際に日
本に持ち込んだ活版印刷機を用いて刊行していったキリシタン版のうち、 『さるばとる・むんぢ』 （一五九八年刊） （漢字平がな交りの国字本） （以下「本書」と呼ぶ）は、新たに鋳造された金属活字を使用した国字本としてばかりでなく、振りがな付きの漢字を有しているという点においても、日本における イエズス会最初の出版物とされている。　「本書」は、イタリアの
カサナテンセ図書館にのみ存する孤本
である。 「本書」の複製本には、 『
南欧所在
　
吉利支丹版集録
　
サルバトー
ル・ムンヂ』 （一九七八年刊・雄松堂書店）があり、海老沢有道氏の、 その付録の解説によれば、
「本書」は、 一八・三×一二・五㎝、
本文三〇丁の小冊子であり、扉表 上段
Salvator
下段に
M
vndi
（世の救主）とあり、題簽を欠くために、通常これが書名として慣用されているが、 扉裏が標題で
C
onfessionarivm
とあるから、 「書
名としては『コンヘショナリウム』 （告解書）を採るべきである」
との見解が示されている。　
また、 「本書」の翻刻には、長沼賢海「科除規則」 （ 『南蠻文集』
一九二九年刊・春陽堂） 、松岡洸司「
慶長三年耶蘇会版
　
サルバトル・ムンヂ
の本文と索引」 （ 『上智大学国文学論集』六・一九七三年一月）がある。しかし、両者とも、必ずしも「本書」の原文に忠実な翻刻とはなっていない。 一例を挙げることにする。 「第五のまだめんと」の九番目の、　
　（
16ウ）
は、 「九刀だめしに死人をきりたる事ありや」とされ べきところであろうが、長沼氏 松岡氏は それぞれ
九力だめしに死人をきりたる事ありや。九、力だめしに死人をきりたる事ありや
とし、いずれも「刀だめし」とあるべきところを、 「力だめし」と翻刻 て る。 本書」には、巻末 、振りがな付きの漢字が一応初出の出現順ということで置かれているが、一六丁 一丁の所に、 「かたな」 「ちから」がそれぞ 、
翻刻
　
キリシタン版『さるばとる・むんぢ』
漆
　
﨑
　
正
　
人
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　　　〝
○
刀
か
かたな
〟、〝
○
力
か
ちから
〟
というように別置され、漢字の字形も明らかに異
なっており、当該箇所が〝刀だめし〟であることは疑いないのである。　
ところで、
「ちからだめし」 、 「かたなだめし」は、 『日本国語大
辞典（第二版） 』 （二〇〇〇〜二年刊・小学館）に、それぞれ、次のように掲載されている。
ちから
-
だめし【力試】
〘名〙
力がどの程度のものかをため
すこと。力量をためすこと。＊文明本節用集（室町中） 「力様
　
チカラタメシ」＊狂歌・後撰夷曲集（
1
6
7
2 ）一〇「罪
をもき我をばすくひ取給へあみだ仏の力だめしに」＊浄瑠璃・
博多小女郎波枕（
1
7
1
8 ）上「鉢巻・襷・尻
褰
げ、腕
骨試し 力だめし」＊何処へ（
1
9
0
8 ） 〈正宗白鳥〉二「力
試しだといって二人の妹を笊に入れて担ひ」
発音
〈標ア〉
ダ
 
辞書
文明
 
表記
力様（文）
かたな
-
だめし【刀試】
〘名〙
刀の切れ味を試すこと。＊浮
世草子・男色大鑑（
1
6
8
7 ）三・五「何にても三十日願ひの
ままに暮させ、其次後刀（カタナ）ためしになりなば、跡吊（あととふら）ひての御事と」＊さるばとるむんぢ（校正再刻とがのぞき規則（
1
8
6
9 ）三・第五「刀様（カタナダ
メ）しに非人を殺したるや」
発音
〈標ア〉
ダ
「ちからだめし」が、室町中期には用例が存し、しかも、当該箇所を「ちからだめし」と解しても文脈的には、それほど不自然ではないことが、かかる誤認の誘因になっていよう。一方、 「かたなだめし」は、 「本書」の用字用語に手を加えた再版とされる『校正再刻とがのぞき規則』 （一八六九年刊）には、存しているわけであるから、 「本書」の翻刻の
際に、これら両版を突き合わせる
こと 、誤認を防ぐことができた も れない。 『日本国語大辞典（第二版） 』の出典一覧には 『校正再刻とがのぞき規則』があるばかりでなく、松岡氏の翻刻本を使用テキスト するところのキリシタン版『さるばとる・むんぢ』 あがっており、松岡氏が誤認しなければ、 『日本国語大辞典（第二版） 』の「かたなだめし」の項目の初出例としては、 「本書」 当該例が掲載されていた可能性が高い。翻刻の誤 の及ぼす影響は決して小さくないのである。
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そこで、 「本書」は先学によって既に二度の翻刻がなされては
いるけれども、敢えて本稿において、翻刻を試みることにしたのである。　　　
翻刻の方針
一
　
使用するテキストは、キリシタン版『
さるばとる・むんぢ』
の複製本『
南欧所在
　
吉利支丹版集録
　
サルバトール・ムンヂ』
（一九七八年刊・雄松堂書店）である。
一
　
翻刻にあたっては、原文に忠実であることを第一とするが、かなの字体は、通行の字体による。
一
　
丁付けは、葉の終りに、 （１オ）等で示す。
　　　
○こんひさんをよく申やうと又善作に日を送る
　　
べき儀ををしゆる事
ひいですの理を真実に信ずるきりしたん後生のあんらくを得る為にいま一ッの儀かんようなり是即かうせきをたしかにおさむる事也されば此儀を くわきまへんとおもはゞ一ッの喩へをきけくすしのわづらふ人をれうぢする時 其病 根 な して其後はかのやまひ二度 こ ざるやうにやうじやう 道を教ゆる者也其ごとく一切の悪人のあにま も科の病あれはくはいきを得ん為には二ッ 事専也一ッにはこんひさんを
以て悪にけがれたる所をきよむる事二ッには其すてたる科を二度をかすまじき為にふたん光陰を送る
 
（１オ）
べき事是なり此二ッを一々左にあらはすべし　　　
○弟一こんひさんの徳儀の事
でうすぱあてれ御子ぜずきりしとを一切人間の御たゝじてと定め玉ふに依て一切人間のぜんあくを御きうめいなされしやうばちの をこなひ玉ふ御位を与へ玉ふなり又御主ぜずき しとは此位させるだうてすに下さるゝ也其位といふは人間の科をきゝ糺しあきらめられそれ〳〵にあひあたる科をくりをさづけ れよとの儀也或時御弟子達に此御ゆるしの力を与へ玉ひて宣はく汝等すぴりつさんとをうけよ又人間の科を聞それをただすべし然らば汝等世界にをひてさ めた ん事 は我も
 
（１ウ）
天にをひてよしとすべしと此御辞を以 こんひさんの道 定め玉ひこんへそるには又糺し のや として科をゆるさるゝいりきを与へ玉ふなりされば此儀を定め玉ふをもて我等にこと すぐれたる四ッの御恩を下さるゝ者也〇一ッには我等が科の糺してとならるゝこんへそるは我等同生の人間なれば科をあらはす事もやすかるべし若此役をあ じよにあてがひ給はゞこんひさん 申事な かたか べき事〇二ッには
38
我等が科をこんひさんにあらはすを以て似合たるいけんをうけ導かれ天狗のたばかりをのがるゝやうを教へらべき事〇三ッには此こんひさんのさからめんと 定め玉ふ事喩へば人間 におつまじき為にくつはの
 
（２オ）
心なり其故は科を犯しても 申事あるまじきとおもはゞ猶ほしゐまゝに科をすべき事〇四にはすぴりつさんとのがらさ我等があにまに来り玉ふべき道を此さからめ を以て調へ玉ふ事是也其故はよくこんひさんを申たびごとにでうす御身 がら を与へ玉ふ事定まれる儀 それを如何といふに此さからめんと 二ッの徳儀あり一ッには科 け れたるあにまをいさぎよくなす事二ッに もるたるもてうしなひたるがらさとでう の御大切 二度もとむる事是也故を如何 いふに誰にてもあ こんひさんをよく致す をひては致したる程の科を悉くでうす赦し給ひ同くがらさ も下 るゝ也もし
 
（２ウ）
もるたる科なき人べにあるばかりを申 ば其赦しをも下されあまさへ持たるがらさの上に新 きがらさを下さるゝなり其ゆへは御主ぜずきりしと御だくはんとしてこんへそるを定め玉ふに依て二ッの御ゆるしを下さるゝ也一にはぜずきりしとの御名代としてきかるゝ科 赦さ ゝ事二ッには悪人科によて
来世にてうくべきくるしみを此世界にをひてそれにあひあたるぺにてんしやを与へらるゝをもて赦さるゝ事但し此世界 のぺにてんしや後生にてうくべき苦しみのほどにあひあたらざるにをひては其不足なる分をぶるがた りよにてうくべきなり故にこんひさん専也喩へばちや するいしやうはよご
 
（３オ）
るゝ物なるによてさい〳〵あらふごとく何れも其為隙を得こんへそるましましさはりなき を はしげくこんひさんを申す 事よきなり其ゆへはこんひさんを物にたとふればあにまのけ れをき むるすぴりつある湯屋の心也又人の出入 げきざし は必さうぢをもしげくせずしてかなはぬごとく我等があにまも種々の妄念言語進退のみだり をもてけがるゝ事定まれ 儀なれば い〳〵こ ひさんを致し其けがれ きよめずんば有べ らず　　　　
○弟二こんひさんを申べき人々たもつべき条々
こんひさんをふそくなる なく申 とおもはゞ左にあらはす条々をたもつべし一にはこんひさ を申さざる
 （３ウ）
まへに其覚悟の隙 定むべしゆへ如何となればこんひさんと云は犯せしほどの科を思ひ出 背き奉りしでうすの御前に出て御赦しを乞ひ奉る儀なれば御前に出奉らざるいぜんに先 かくご肝要
39
なり喩へば主人より代官しよくを給はり知行のさいばんをする者其かんぢやうをとげん時は先我が家の内にて算用をすべきがごとし二には如此かくごを致さん時をかせし科を猶たやすく思ひ出さん為に 次の弟三ヶ条にあらはす条々をよむ きくか て其一ヶ条づゝに心を留め犯したりや否やをしあんすべし又此たよりとなる事は過 こんひさんより此かたをくりし月日の数と其間にと あつかひたる題目
 
（４オ）
すまゐせし所あひ交りしともだち以下を思出すべき事〇三ッには此等の儀をよくしあんする 以て覚悟とゝのほりたるにをひては即ふかきこうくはいを起し今より後でうすのがらさを以て此等の 致すまじきとかたく思ひ定むべき事喩へば人ありて下人に深くふびんをくはふべき 彼者其主 對してをちどあるによて扶持 はなされてのち二度奉公の望み有てかへらん 思はゞ二ッの事をすべき事専也一ッにはそのをちどをくひかなしむ 其ゆへは後悔なくんば主人の赦しもあるべ らず二ッにはかさねて主人の氣にたがふましきと思ひ定むべき事かごとく我等も かりなき御恩を与へ玉ふぜずきりしとに
 （４ウ）
そむき奉りたる よて御赦しを蒙るべき為に かせし科を後悔し今よりのち何たる科 もを す
まじきと思ひさだむべし其外只今も達したるこうくはいなく又科ををかすまじきとの思ひさだめもよはき事を げきかなしまん事専也されば此後悔のつとめな 〳〵たしかなら 為にこんひさんを申ざる以前に何れの御影になりとも向ひて如此申上べし如何に御主ぜずきりしと我がでうすにてまします御身をそむき奉 数々のつみ科を犯したる事をつゝしんでこうくはい仕る也真に御内證 そむき奉らんよりは如 る る みなりともしのぎたらんは猶 さ べし只今も我か
 
（５オ）
あひあたるほど 後悔なき事をなげか く存る也然れば御身の御ぱしよんに對し玉ひ只今まで致したる科の御赦しを与へ給へ又今よりのちは下さるべきがらさを以て二度科におつ じきと た存し定む 也と四ッには右条々をつとめてよりこん そるはぢきにぜずきりしとの御名代と心得深きうやまひをもて御足もとにひれふしく すの文を唱へあやまりのおらしよを申べしそれより覚悟したるほどの科を殘さずあらはし其 赦しをこひ奉る心地して一ッづゝにいく度おちたるといふ事までも申べき也もし其数を慥におぼえざるにをひては よそ
 
（５ウ）
40
いくたび程と申べし喩へば他の物をぬすみたる事十度あらば我盗みをしたる事十度ありと明かに申べしさりながら然々其数をしらずをよそ十度にもをよぶべきやいなやと思はゞ我れ盗みをせし事七八度多くは にも及ばんか 申べし兹にをひて一ッの心得あり如何なるもるたる科にてもあれはづかしさかをそれかにひかれかくす事あるべからず其故はこんへそるこんひさんを聞玉ふ時はぜずきり との御名代なればこんへそるに科をか す事は直にぜずきりしとを忖り奉ら とす こと ず是則さきりれじよといひて大き をもき科也故にこんひさんに一ッのもるたる科を くすに ひてはそれを初め
 （６オ）
として其外の科も赦し給はず却て其か したる事新き大科となるが故に科に科 重ぬ 者也されば如此科をかくした 人 其由 こんひさんあらはさずんば其後致すほどのこんひさんみな無益となる也爰を以てこんひさんを申す人科をかくさ よりは申さゞ 事は猶勝 べ 然ば此科を隠すいはれは或は恐れ或ははづかしき のたぐひな ばそれを退くべき為に一ッの心得ありぱあてれこんひさんの内に聞玉ふ事を他にあらはさるゝ事曽てなし縦ひ命を失ふ事ありといふとも一のべにあ 科をもあらはさ
るゝ事叶はれぬ也五にはこんへそるより授け給はんぺにてんしやを忘れ
 
（６ウ）
ざる
にはやくつとめん事肝要也其上御主の御
教化に任せ御授けのぺにてんしやの外におらしよちしぴりなぜじゆん慈悲等の行体をなすべし此等の所作相叶ふにをひて 日々にもさなくは七日ごとになりとも致すべき事尤然るべき也其故はこ ひさんのぺにてんしやを油断によてをこたるか或 つとむるといふとも我が科に相當るほどのぺ て しやにあらずんばぷるがたうりよ をひて其不足なる所を深きくしみを以てほ ずべき事定りければ現在にて少づゝなりとも科をくりをすべき儀也さりながら此授けられしぺにてんしやの外の所作はせずし叶はずといふにはあらず
 
（７オ）
六ッに ゑうかりすち を受奉る人ならばこんひさん過てより今度も又授り奉るべきや否やをこんへそとひきはめ授かるべきにをひては左の心得 なすべし先是を授り奉らん人は其前の夜半時分よりのみも食物をたつべし若油断か又は何たる道に もあれ物をのみ食したるにをひては其日ゑうかりすちあ 受奉る事叶はず去ば此御授けに でうす 御実子我等が御主ぜずきりしと在せば深き敬ひをもて
41
あるたるに近づき我があにまを御見舞として御来迎なさ ゝでうすの御むかひ 出奉ると思ひとるべしさてあるたるの前にひざまづきぱあてれゑうかりすちやを授け給はん時は口をひら 舌をくちびる
 
（７ウ）
まてさし出し受奉りてよりは歯にて む事も手をかくる事もなく只口の中 うるほひばかりにてのみ入べし如此さからめんとを授り奉てよりはやくかへり申事は只今あにまにやどし奉 たる御方かろしめ奉る道理なればせめて小半時の間ゑけれんじやにか こまり御礼のおら よ其外過し科御赦し此後科におちざる為 が さ又は我身 初め一門けんぞく科におちずさい んを遁るゝ うにとつゝしんで乞ひ奉るべし其故は其時御主汝があにまに在せば汝が訴訟をきこ めし叶へ給はんとおぼしめし乞ひ奉る事を悦び玉ふ也も 又未ゑうちあを受奉る事なく今度初めならばこんへそるに
 
（８オ）
其致すべき
体をくはしく尋ねならふべし
　　　
○第三こんしえんしやをたゞす道を教る事
こんひさんの為 かしたる科を思ひ出さんとのぞまばまづ過しこんひさんより以来の年月 かんがへそれより左にあらはるゝ条々 よむべし若我れとよむ事叶はぬにをひて 人によませ一ヶ条づゝに心 留め
過しこんひさん以来かやうの事を致せしや否やとしあんをしいだしたりとおぼえば其上に此儀はいくたびありしぞとしあんし如此一ヶ条づゝに心を留めしあんして其内に致さゞる事あらば申にをよばずそれを如何といふにをかせ 科をば殘らずあらはさしてかなはざるごとく致さゞる科を申事或は他人の
 
（８ウ）
科を申す事曽てあ べからず只わが致 たる事ばかり ありのまゝに申 し又兹にをひて一ッの心得肝要也左に き るすまだめんとすに付 の条々皆もるたる科 非すべにあるもあるなり其故はいづれのまだめんとをなりともそむく時其そむきやうかろくはべにある な をもくはもるたる なるなり喩へば四ばんめのまだめんとに付て夫は其妻きぶくあたりたるやと左にあらは べ ところをば如此分別すべしおとこ其妻を無理に打擲し又はきずをつけたる事あらばもるたる科 たゞし軽き辞の折檻か少しうつ 以下はべにあ 也同七ばんのまだめんとに盗みすべからず ある事 いふ 其盗
 
（９オ）
のあたひ凡銀ね三分四分の儀な べにあ なたゞし十文目二十目ともとりたるにをひて もたる科也他是に同し　　　
○まだめんとすの事
42
第一御一体のでうすを敬ひ貴ひ奉るべし第二貴き 名にかけてむなしきちかひす からず第三どみんごいはひ日をつとめ守るべし第四汝の父母に孝行すべし第五人を害すべからず第六邪淫を か第七偸盗すべからず第八人にざんげん かく
 
（９ウ）
第九他の妻をこひすべからず第十他の宝をみだりに望むべ らず　　　
第四まだめんとすの初の三ヶ条に付て糺す
　　
べき事
　　
第一ばんのまだめんと
一きりしたんになりてより神ほとけを拜みたりや否やと糺し拜みたるにをひては幾度 其数をも申べしよの条々にも如此なるべし二神ほとけのばちををそれたる事あ や又人間ばちりしやうをあたゆる事叶べきと思ひたるや三ぜん よのは にまかせ月待日待をし或は祈禱の為にみこおんやうじやまぶしなどをよびた 事
 
（
10オ）
ありや四たとひ心中にはき たん すてずとも或は人
よりきりしたんなりや否やと問はれたらん時言葉をもてちんじ或はきりしたんにあらずと顕さん為にぜんちよの珠数まぼりなどをかけ其外ぜんちよの行ひをなした や否や此等の儀は真実よりせざればひいです う なはする儀にはあらざれども科なればこんひさんに申べし五うらなひまじなひなどを我とするか人にさする事ありや六又は時日はうがくを見夢を信じとりけだものゝなきごゑをきにかけたる事 どありや
 
（
10ウ）
七ひいですの条々 信ぜざ ありや八きりしたんの教へは真実 りや否や又其教への内の何れの題目にても れ疑がはしく思ひたる事ありや九ならふ事かなひながらおらしよをならはず又知 がら申さゞる事あらば是をもこ ひさんに申べし又しらざるにをひてはな ひ知たるにを ては今よりのち申べし十身上に悪事 い ん出来し或は心にまかせざる事ある時でうすを恨み奉り或は万事を治めはからひ玉ふ事なきかと疑ひたりや　　　
第二のまだめんと
 
（
11オ）
43
一ぜんちよにあたるせいもん中にも湯ぎしやう火ぎしやうをとるか人にとらするかせし事ありや二きりしたんにあたるせいもんたりといふともそらぜいもんを致したる事有や の題目真なるにをひては るたる科にはあらざれども肝要の子細なく敬 なきにをひてはべに 科 なるべし又か
のせいもんを致せし事人にあたをなさんとの心
あてなりしや三疑はしき事を真也と ひてせいも をたてたりや四何にてもあれわが後生のけらくを得る為 肝要なる事をすまじきとか又は何れの科なりとも犯すべきとせいもんしたる事ありや又加
のせい
 
（
11ウ）
もんをとげたりや否や其故は如此のせいもんは致す き事にあらず致し ともとぐべき事にも非ず五子細なくして人にしたるよき約束をたがへたる事ありや又其に依て他人の上にそん させたる事ありや六神佛にぐはんをたてたる事ありや若たてたりといふとも科なればとぐる事なかれ七でうす又はさんとすにたてたるぐはんを叶ひながらとげざる事ありや八きよごんを云ひ中にも人のあたとなるきよごん
いひたる事ありや　　　
第三のまだめんと
 
（
12オ）
一どみんご并にゑけれじやよりふれ玉ふべあと日にさせるいはれなくしてみいさを拜まざる事ありや二せすたさばどくはれ ずま其外ゑけれじやよりいましめ玉ふ日に肉食し りや三年に一度定りたるこ ひさん或は命あ うき時に望みてこんへそる在ましながらこ ひさんを申ざ し事ありや其故はたとひあやうき病なりともこ へそるありあひ給はずはこんちりさ 計にてもすむ也四ゑけれじやよりふれ玉ふぜじゆんを餘儀なき子細なくしてやぶりたる事ありや　　　
第五相殘る七ヶ条のまだめんとの事
　　
第四のまだめんと
 
（
12ウ）
一父母に對する孝行いかゞありや又其事たらずなんぎなる時力をそへたりやいな二夫は妻を無理にきびしく折檻し女は夫より科にあらざる事 いひ付る時随はざり 否三子を持たる者はきりしたんにあ る肝要の題目を教へ科をす 事あらばいさめ中にも若道其外の色にふける事あらば折檻を加へ男子女子ともに色ごのみの科に落ざるやうにせ い べき事な ば
44
此等の儀にゆるかせありや否やを糺すべし四ぜんちよのひくはんを持たる人別して家内にめしつかふ者ならばきりした になるべき
にいけんを
加ゆべき事専要なれば此儀に油断ありや否やを
 
（
13オ）
申べし然といへどもおさへてきりしたんになさんとする事曽あるべからず同其下人きりしたんならば御おきての旨を保つ
に心懸をなしたりや否やと
糺すべし　　　
こんひさん申人知行をもつ人を進退する者
　　
ならば此上に又左の条々 しあんすべし
五領内の者どもに對し 非道 行ひたる事ありや六我が進退する者どもの内に公事沙汰など出来したる時非を糺さず理に落着したる 有や七領内の者どもに力に及ばぬくはやくをかけ無理にぶんざいに過て米錢を出させたる事ありや八もるたる科 なる事 いひつけ
 
（
13ウ）
九害すべき程の なくして我が進退する者を害させたるか或は其科真なりや否やを知ずして成敗したる事ありや十人を成敗する時叶ひながらこんひさん 申 ざりし事ありや又其者ぜんちよ り を叶 ながら
さゞるいぜんにきりしたんになさゞりし事ありや
十一科ある者を成敗する時科なきさいしけんぞく一門の者どもを害したる事ありや十二物の奉行など いひつけたる者あらはれて無理を行ふと知ながらいさむる事なく知らぬていにてめつかふ事ありや十三ねんぐをおさむる時百姓 無理にせめいらで さけ
 （
14オ）
なくあたりたるや　　　
こんひさんを申す人物の役奉行代官などを
　　
する人ならば又此条々を糺すべし
十四さいばんする主人の物 自他 為にかすめ取たる事ありや十五百姓など地頭におさめずしてかなはぬねんぐ又は何れの人にてもあれわが主人にまいなはずして叶はぬ事あるを或はわいろにふけり或はしたしみなるによてひいきをし或は油断によて其利を に失はせたりや同く一人のまいなふべき事 其あたらざる別人にかけたる事ありや十六公事役をさせ物を出さする時主人の下知よ も
 
（
14ウ）
猶多くさせ其餘 ばわたくしの徳と したりや十七百姓のねんぐを請と 又公 役などをさするけんばうをこえ猶きびしくしたる事ありや其如何といふに此等の事は達 つとめさすべき事けん
45
ばうたりといへども情なくせむべき事にはあらず十八百姓の前よりは大きなるますにて請取主人へは小きますにて治めたるや其外主人の下知をもて飯米をおろし或は他にうけおひたる米五穀を渡す時悉く渡さず我が為にか主人の為にかひかへ置きたる事ありや　　　
第五のまだめんと
一非道に人をがいしたる事ありや
 
(
15オ）
二けんくはをし打擲にんじやう 又 此等 悪事に合力したる事ありや三他人に恥辱をしかけ又はめんぼくを失な するほどの悪口をいひたる事ありや四人と中 たがひ物をい ず或は深きいこんをふくみたる事ありや五他人の上に悪事出来せん ねがひ或 真実よりのろひたる事ありや六人にもる 科をすゝめ或は其科に合力したる事ありやそれといつぱ非道のなかだちとな たぐ 也七他人にいこんをふくませたがひに深く中をたがはせたる事ありや
 
（
15ウ）
八さいしけんぞくの科を ましむる事叶ひな らいましめ留めざりし事ありや
九刀だめしに死人をきりたる事ありや十女人に子をおろさせ又は其為にいけんをくはへ或は薬を与へたる事ありや十一女人ならば子をおろしたる事ありやを申べし十二同くうみ出してより害したる事あ や十三男女によらずじがいせんと思ひたる事ありや　　　
第六のまだめんと
一かうしよくの科に心得べき 其といつぱたがひに妻なき時の科或は 人の内一人はふうふを持ながらをかせし科か又其あひての びるぜんとて未夫のまじ
 
（
16オ）
はりの道をしらざる人か又はふぼんのぐはんある人にてありしやを申分べし二女人のくはいにんせざるやうにまじはりをなせし事ありや三手かけをもちた や四手づからじやいんをもらしたりや又妄念 よて人の身に手をふれたる事ありや五にやくだうの科六れんぼのうたをうたひ又はれんぼ 沙汰を聞き語るをもて悦びたりや又加
の沙汰ある書物を
妄りな 心あ にてよみ聞たる事ありや七れんぼのふみ又は使を人 やるかうけたる事ありや
 
（
16ウ）
46
八れんぼの道より人にかたみをやり或はとり又は持てゐる事ありや九けいせいをたてたる者ならば其身の進退と其間のひさしさを申べし十男女によらず人にこひしたはれたく望み又其望みをとげんとせしや　　　
ふうふある人ならば又此条々を糺すべし
十一ふうふの間にもかたらひの時子をまうけざる
に
まじはりをなせしや十二させるいはれもなきに女人わが妻のまじはりを同心せず夫をたぼんの科にあやうくなせしや又夫のかよりもかやうの儀ありや
 
（
17オ）
　　　
第七のまだめんと
一何なりとも物を盗みた 事あらば其色を申べし其科のかろきをもきはこ へそるより糺し教へ玉ふ ければかへしわきまゆる も万事其御いけんにまかすべし二金銀に ゞなまり たぐひ ふ まぜつかひたる事ありや三しやうばいにぬきばかりをしわたくしなるますなどをつかひたりや四うりかひの時悪き物を上にはよくみせ其外如何
の道
にてなりとも人をぬきたる事ありや五物をかすに道理にはづれて利をと たる事ありや
 
（
17ウ）
此儀に付てはこんへそるより教へ玉ふべければそれに随ひてすべし六人の無理にそんを る題目となりたるや七力ありながらうけおひた 物をなさゞりし事ありや八めしつかふ者に定りたる給分をとらせざるや九ばくちをうちたるや　　　
第八のまだめんと
一他人にきよせつをいひかけた やとりはき其題目深き事なる をひてはもる 科なれば又其をいひはるけずんばあるべからず喩へば物を盗み 者は其を返さずして叶はぬがごと 也二人の科をほめたる事有や其を如何と云にほむるを
 
（
18オ）
もて彼 に猶々科をさす たよりとなればなり三肝要なるいはれなくして他人のもるたる科を人にあらはしたる事ありや肝要なるいはれなくしてといふ事 も たる した 人にれうけんをくはゆる為 らばあらはしても科にあらざるによてなり但是 付て まよひ るまじき為に先こんへそるに其
体を尋ね申べし
四他人のもるたる科を語りてそ り ひた
47
或は人のそしるに一味し語りたるやかやうの事をきかん時はさゝゆべき事肝要也　　　
第九第十のまだめんと
一六ばんのまだめんとにあらはす条々の内何れにても
 
（
18ウ）
あれたとひ所作に とげずとも望みたる事ありや二同く其まだめんと あらはす科の内何れをなとも思ふ時悪念なりとわきまへながらそれをおもしろく思ひよろこぶによて其念を留めたりや三第十ばんのまだめん にあらはす条々の内何れにてもあれたとひ所作には げず も望みたる事ありや　
第六七のもるたる科に付てこんしゑんしやを
　
糺すべき条々
　　
第一まんきの事
一他人をいやしめたる事ありや二もるたる科をしたる事をじまんして人に語り る
 
（
19オ）
事ありや喩へばけなげ者とおもはれ と を
したる事などをかたるたぐひの事也
三此等の事をせずといへども身をほめられ としたるやうにいひたりや四たとひ善事なりとも人に善人と思はれんとの心あてばかりにてせし
　　　
第二ねたみの事
一ぽろしもの上によき事出来する時そねみかなしみたりや二同く悪事出来する時よろこびたりや　　　
第三とんよくの事
一財宝を求めんとてもるたる科を致したる事有や
 
（
19ウ）
二ひにんのうえかつゆるを見て力ありながら合力せざりしや　　　
第四ばうしよくの事
一ときやくするほど物を食しすご 事ありや二分別をくらま ほど酒をの だ 事ありや三同く人にも分別をくらますほど酒をすゝめ事ありや　　　
第五たんりよの事
一けんぞく或は他 對してふかきいかり をこしいこんをさんぜん為に仇をなさんと思ひたる事ありや　　　
第六けだいの事
一わがあにまの扶かる道をならひしる事に油断ありや二我が油断によて一圓談儀を聴聞せざるや
 
（
20オ）
三けんぞくの上のさいば ゆるかせなる よて下人子どもの身持あしき事ありや　　　
第七善作に日を送るべき為に保べき条々
きりしたんたる者よ こんひ 致すべき道をば
48
はやあらはすによて今は又右にもいひしごとく二度科におちかへるまじきた りとなる事をあらはすべし是即日をよくをくるにありさればまづ朝にねふりさめば即さんちいしまちりんだでぱあてれひいりよすぴりつさん 三のぺるさうな御一体のでうす貴まれたまへと申上べしそれより立揚りいしやうをちやくし其日科 おつまじき為にれうけんとなる一の儀をすべし是則ゑすきり
 
（
20ウ）
つうら 見ゆるご く汝が終を思ひ出せ科をする事あるべか ずとの儀也終とは即死るとじゆいぞぱらいぞいんへ のゝ事なり然ればまづひざまづきくるすのもんを唱 ぱあてる すてるあべまり 三返申べし是も又三にわけてさいしよ ぱあてるなうすてるあまりや一返をばでうすぱてれに捧げ奉りて申上べきは只今のおらしよ 御身へ捧げ奉るわれふりよのわはひにあひとん死せざる
にはからひ給へ頼み奉る
其つぎの一返をばでうすひいりよへ捧げ奉り如何にでうすひいりよぜずきりしと我死し 後御糺明あらん時御憐みをたれ玉ふ
に此おらしよを捧げ奉る
三ばんめの一ぺんをばすぴりつさんとに上奉りいんへ のゝ
 （
21オ）
苦しみをのがし玉 御身のぐらう や 与へ給へと頼み奉るべし如此致してよ 又申上べきは如何
でうすぱあてれ今日我が致すべきほどの所作を御身に捧げ奉るぜずきりしとの御死去に對し給ひわれ今日一ッの科をも致さゞる
に計ひ給へ如何にでうす
ひいりよぜずきりしと今日申べきほどの辞を悉く捧げ奉る御身の御死去に對し玉ひて 今日悪き辞をいはざ
に頼み奉る如何にでうすすぴりつ
さんと我が念りよを悉く捧げ奉るぜずきりしとの御死去に對し給 て我今日悪念に同心 やうに御力をそへ給へと申べし其後又び んさんたまりやにあべまりや三返しゆごのあんじよと我名の
 
（
21ウ）
さんとにあべまりや一ぺんづゝゑかう致し如此申上べし如何にでうすの 母びるぜんさんたまりや又我を守護し玉ふあんじよと我が名のさん に申上奉る今日敵より我に仇を致さゞるやうに御守護を加へ給へ頼み奉ると申べし此等の事をおぼゆる事叶はずはよむ事も然 べ ○若人ありて是より外別 致すべきおらし ある よて是をさしをき れを申度と思はゞ先其由をこんひ 申べきぱ て にあらはすべし○されば右条々の儀をつとめ は て以後つねの日なるにをひてはめん〳〵の所作を致すべし但しどみんごか祝ひ日か用いず て叶はぬ日ならばゑけれじやにさんけいしみいさを初めより終まで
 
（
22オ）
49
深き敬ひ信心を以て拜み其内にはこんたすのおらしよか又はくはんねんかを致すべしおすちやとかりすを拜み奉る時は此等のおらしよ 申べし　　　
おすちやを拜み奉る時のおらしよ
御主ぜずきりしとさんたくるすの上にをひて世界を扶け玉ふに てくぎやうらいはいし奉る我等が科 ゆるし給へ頼み奉る　　　
かりすを拜み奉る時のおらしよ
一切の人を扶け給はん為にくるすの上にて流し玉ふ御主ぜずきりしとの貴き御血を拜み奉る○談儀あらば徳を得度との望みにて聴聞すべし喩へば病者は醫者の云事をつとめん為に慥に其言を
 
（
22ウ）
聞がごとくなるべし又何れのくるす 影 も深くうやまふべし　　　
日所作に守るべき事
不断家内にても又外にても人にさんくはいし物語をせん時三ッの事をたしなむべし一ッには他人の科をば とひ真 りともあらはすべからざる事其故 あらはす て 聞を失なはする者也喩へば人の財宝をぬすむ 科なるごとくめんぼくを失なはする事も又科也たゞしそのあらはすあひて其事をきゝれうけんをくはゆる事かな 人 らば科に
あらず是即こんへそるゑけれじやの司などの事也二ッにはきよごんをいふべからざる事ゆへいかんとなれば
 
（
23オ）
其きよごんあさければべにあるとなり題目おほきにして人のあたとなる事ならばも たる科也三にはいんらん あた をいふべからざる事其故はかやうの儀はいひ手の にまの事は に及ばず聞手あにまにも仇をなす事喩へば毒薬 人の身を破 がごとし又てうせきのめしの時分に三ッのたしなみあるべき事一ッぜんをそなへてよりむさと食すまじ 為に先如此のべんさんのおらし を申べ　　　
しよくぜんのおらしよ
でうすぱあてれひいりよすぴりつさんと三ッ ぺるさうな御一体のでうす我等と此おんじきの上にべん
 
（
23ウ）
さんを唱へ玉ふやうにと頼み奉るあめ ぱあ るなうてる一ぺん若此おらしよをしらずんばぱあて なう てる一返申ぜんの上にくるすのもんを唱へ 食 べし此くるすのもんの御功力をもて其食物に天狗籠りゐるといふとも即にげさるべし二酒をすごすべからざ 事ゆへいかんとなればさぱうろ宣ふごとく酒に色ごのみあり故 是をもちひ
50
すごす者はあにま色身にわざはひをなすなり喩へば油は火をもやすごとく酒もかうしよくの火ををこしたんりよいかりなどのもとひとなる也三食すぎて りは如此御礼のおらしよを申べし
 
（
24オ）
　　　
食後のおらしよ
でうすのぐらう や やまじにおはしまし人間は無事にさかえ死人はふた のけらくにいたるやうに頼み奉るあめんぱあてるなうすてる一ぺん代々をかさねてしんらまんざうを治め給ひ万事叶ひ玉ふでうす我等か ふり奉りたる万の御恩賞の御礼をなし奉るあめん○そうじてつねになすべき心懸といふ わが家 内に何たる悪事ありや下人子ども何たる科を致すぞと尋ねさぐりていけん 加へい めをなすべし又女子を持たる人はみだりに人にまじはらざるやうにすべし其 如何にといふに主人は下人にい よく
 
（
24ウ）
与へ親は子どもを養ひ だつるのみならず其あにまにあたる事をもをこたる事なく心がけ を背き奉らざるやうにせい 入ずして叶はぬ儀也是をさし玉ひてさんぱうろ父母として子どもの上を心懸ず主人として下人の上をさいばんせざるは親にあたる役を勤めざるがゆへにぜんちよにもをとり
たりと宣ふ也○ゐぬる時はひざまづきこんしゑんしやのきうめいを致すべし是即五ヶ条に もる也一其日の御恩の御礼を如此致すべし如何に御主今日我にくだされたるほどの御恩の御礼をつゝ みて申上奉る
 
（
25オ）
二其日に致したる科 みし やうにがらさを与へ給へと頼み奉るべし三其日中の心言所作には何とありつ ぞと糺すべし其為にはゆきたる所あひかたらひ 人を思ひ出す事合力となるべし四如此致してより科ありと思ひ出さば即こうくはい致しをもき恩を蒙りたる主人のめいを背き る者のごとく其あやまりを悲む五今より後でうすを背き奉らざ がらさをこひ奉るべしそれよりして犯 たる科をこうくは致しぜずゝの御疵に對 赦 給へと頼み何なりともおらしよを申びるぜん やを初め奉り
 
（
25ウ）
守護のあんじよ我が名 さんとをもたのみ奉りてふすべし
此一くはんの内初心の人々分別しがたかるべき
ことばの心をゝよそあらはす者也
51
○さんちいしまちりんだあで
○
たつとき三のぺるさうなごいつたいのでうすのおんこと也
○でううすぱあてれ
○
だい一のぺるさうなのおんこと也　
○でうすひりよ
○
だい二のぺるさうなのおんこと也　
○でうすすぴりつさんと
○
だいさんのぺるさうなのおんこと也　
○ゑうかり ちや
○
おんあるじぜずきりしとのそんたいぢきにそなはりおはしますおんさづけのこと也
○あにま
○
にんげんのちゑいのちのしやうたい也これしきしんをはなれてもらいせ をひてをはりなくいきながらへぜんあくのへ ほうをうくるた 也
○こんひさん
○
ぱあてれにわがとがをあらはすこと也　
○ひいです
○
でうすのおんをしへをまことにうけたてまつること也　
 
（
26オ）
○させるだうて
○
ぱあてれのこと也　
○こんへさうる
○
こんひさんをきゝたまふぱあてれのこと也　
○あんじよ
○
てんにんのこと也　
○さからめんと
○
おんさづけの と也このおんさづけは七 り　
○もるだる科
○
あにまをゝはりなきくるしみにおとすほどのとが也　
○べにあ とが
○
かろきとがのこと也　
○ぺにてんしや
○
こんひさんのさからめんとのこと也またぎやうたいのことをもいふ也またこんひさ のときぱあてれ づけたまふとがをくりのこ をもいふ
○ぷるがたうりよ
○
げんぜにてをくりはたさゞるとがをくりをたつするくるしみのところ也
○すぴりつある
○
めにかゝらぬことまたごしやうにあたること也　
○まだめんとす
○
おんあるじでうすまたゑけれじやよりさづけたまふご きてのぢう〴〵也
○ゑけれじや
○
きりしたんいちみのこと也またまいりどころてらなどをもいふ也またきりしたんのしゝやうなるつかさにもとる也
 
（
26ウ）
○べやと日
○
いはひゞもちひたてまつるひ也　
○くはれずま
○
ねんぢうにいちどきりし んぎやうたいの めとしてゑけれじやよりさだめ ふ四十にちのこと也
○ゑすきりつうら
○
でうすのおんつげをもてかゝれたるきやうもん也　
○じゆいぞ
○
せかいのをはりににんげんのぜんあくをたゞしたまふこと也　
○ぱらいぞ
○
ごしやうにをひてぜん んのけらくをきはめたまふところ也　
○いんへるの
○
ごしやうにをひてあくにんのくるしみをうくるところ也　
○おすちや
○
ごみいさのをこなひのためにせうばくをもてとゝのへたるゑんさうのこと　
○かりす
○
ごみいさのおんをこなひにつかひたまふたつときしろかねのうつはもの也　
○がらさ
○
でうすよりあにまにあたへくださるゝごかうりよく也またはあにまをでうすのごないせう ひかなはするぜんどくのこと也このぜくどくはでうすよりあたへくださるゝ り
○どみんご
○
七にちのひかずのしよにちこれもちゆるひなり　
○せくんだ
　
○
二日
　　
○てるしや
　
○
三日
 
（
27オ）
○くはるた
　
○
四日
　　
○きんた
　
○
五日
○せすた
　
○
六日
　　　
○さばど
　
○
七日
このきやうのうちにそなはるじのよみこゑをつけあら
はすなりこれも又やすくたづねあたらしめんがためにかみかずの一二三にし がひこゝにあつめをくじのうへにも一二三をつくるなりひとたびまへにつけた字をかさねてはつけざるがゆへにか かずと字のうへのかずをみあはせたづぬる字なきにをひてはまへにありとこゝろ あとをたづぬべし○一
○
善
か
ぜんさ
作
か
○
送
か
をくる
○
儀
か
ぎ
○
理
か
ことはり
○
真
か
しんじつ
実
か
○
信
か
しんずる
○
後
か
ごしやう
生
か
○
是
か
これすなはち
即
か
○
喩
か
たとへ
○
其
か
そのやまひ
病
か
○
根
か
ね
○
後
か
のち
○
二
か
ふたゝび
度
か
○
道
か
みち
○
教
か
をしゆる
○
者
か
ものなり
也
か
○
一
か
いっさい
切
か 
（
27ウ）
○
悪
か
あくにん
人
か
○
科
か
とが
○
専
か
もつぱら
○
光
か
くはういん
陰
か
○
左
か
ひだり
○
徳
か
とくぎ
儀
か
○
人
か
にんげん
間
か
○
定
か
さだめ
○
依
か
よつて
○
位
か
くらゐ
○
与
か
あたへ
へ
か
○
御
か
おんあるじ
主
か
○
糺
か
たゞし
○
或
か
あるとき
時
か
○
弟
か
でし
子
か
○
達
か
たち
○
力
か
ちから
○
宣
か
のたまふ
ふ
か
○
汝
か
なんだち
等
か
○
聞
か
きゝ
○
然
か
しかれば
○
世
か
せかい
界
か
52
○二
○
御
か
みことば
辞
か
○
御
か
ごをん
恩
か
○
同
か
どうしやう
生
か
○
若
か
もし
○
役
か
やく
○
給
か
たまふ
○
申
か
まうす
○
似
か
にあひ
合
か
○
導
か
みちびく
○
天
か
てんぐ
狗
か
○
故
か
ゆへ
○
犯
か
をかす
○
猶
か
なを
○
来
か
きたる
○
調
か
とゝのゆる
○
誰
か
たれ
○
致
か
いたす
○
程
か
ほど
○
悉
か
こと〴〵く
○
赦
か
ゆるす
○三
○
持
か
もつ
○
新
か
あたらし
○
名
か
みやうだい
代
か
○
来
か
らいせ
世
か
○
但
か
たゞし
○
苦
か
くるしむ
○
不
か
ふそく
足
か
○
分
か
ぶん
○
隙
か
ひま
○
湯
か
ゆや
屋
か
○
出
か
しゆつにう
入
か
○
必
か
かならず
○
我
か
われら
等
か
○
種
か
しゆ〴〵
々
か
○
妄
か
まうねん
念
か
○
言
か
ごんご
語
か
○
進
か
しんだい
退
か
○
条
か
でう〴〵
々
か 
（
28オ）
○四
○
覚
か
かくご
悟
か
○
如
か
いかん
何
か
○
云
か
いふ
○
思
か
おもひ
ひ
か
○
背
か
そむく
○
乞
か
こふ
○
先
か
まづ
○
肝
か
かんよう
要
か
○
主
か
しゆじん
人
か
○
代
か
だいくはん
官
か
○
知
か
ちぎやう
行
か
○
家
か
いゑ
○
算
か
さんよう
用
か
○
次
か
つぎ
○
否
か
いなや
○
数
か
かず
○
題
か
だいもく
目
か
○
交
か
まじはる
○
起
か
をこす
○
深
か
ふかく
○
彼
か
かのもの
者
か
○
對
か
たいする
○
扶
か
ふち
持
か
○
奉
か
ほうこう
公
か
○
後
か
こうくはい
悔
か
○
氣
か
き
○五
○
蒙
か
かうむる
○
達
か
たつする
○
御
か
ごゑい
影
か
○
向
か
むかふ
○
仕
か
つかまつる
○
真
か
まこと
○
内
か
ないせう
證
か
○
右
か
みぎ
○
足
か
あし
○
文
か
もん
○
唱
か
となふ
○
殘
か
のこす
○
慥
か
たしかに
○六
○
他
か
た
○
盗
か
ぬすむ
○
明
か
あきらか
○
兹
こ
こゝ
○
直
か
ぢき
○
忖
か
たばかり
○
則
か
すなはち
○
初
か
はじめ
○
却
か
かへつて
○
重
か
かさぬる
○
無
か
むやく
益
か
○
爰
か
こゝ
○
勝
か
まさり
○
隠
か
かくす
○
恐
か
をそれ
○
退
か
しりぞく
○
曽
か
かつて
○
縦
か
たとひ
○
命
か
いのち
○
失
か
うしなふ
○
授
か
さづくる
○
忘
か
わするゝ
 
（
28ウ）
○七
○
○
か
やう
教
か
けうけ
化
か
○
任
か
まかす
○
慈
か
じひ
悲
か
○
行
か
ぎやうたい
体
か
○
所
か
しょさ
作
か
○
相
か
あひかなふ
叶
か
○
尤
か
もつとも
○
油
か
ゆだん
断
か
○
當
か
あたる
○
現
か
げんざい
在
か
○
受
か
うくる
○
過
か
すぐる
○
夜
か
やはん
半
か
○
食
か
しよくぶつ
物
か
○
食
か
くふ
○
実
か
じつし
子
か
○
在
か
まします
○
敬
か
うやまひ
○
近
か
ちかづく
○
見
か
みまふ
舞
か
○
来
か
らいかう
迎
か
○
舌
か
した
○八
○
歯
か
は
○
手
か
て
○
小
か
こはんじ
半時
かか
○
遁
か
のがるゝ
○
汝
か
なんぢ
○
訴
か
そせう
訟
か
○
悦
か
よろこび
○
未
か
いまだ
○
留
か
とゞむる
○九
○
皆
か
みな
○
非
か
あらず
○
夫
か
おつと
○
妻
か
つま
○
打
か
ちやうちやく
擲
か
○
軽
か
かろし
○
折
か
せつかん
檻
か
○
凡
か
をよそ
○
銀
か
しろかね
○
貴
か
たつとぶ
○
守
か
まもる
○
父
か
ぶも
母
か
○
孝
か
かう〳〵
行
か
○
害
か
ころす
○
邪
か
じやいん
淫
か
○
偸
か
ちうたう
盗
か
○十
○
宝
か
たから
○
望
か
のぞむ
○
神
か
かみ
○
拜
か
おがむ
○
幾
か
いくたび
度
か
○
祈
こ
きたう
禱
こ
○
言
か
ことば
葉
か
○
顕
か
あらはす
○
珠
か
じゅず
数
か
○
行
か
をこなひ
○
夢
か
ゆめ
 
（
29オ）
○十一
○
疑
か
うたがふ
○
出
か
しゆつらい
来
か
○
恨
か
うらみ
○
治
か
おさむ
○
子
か
しさい
細
か
○十二
○
約
か
やくそく
束
か
○
肉
か
にくじき
食
か
○
餘
か
よぎ
儀
か
○十三
○
随
か
したがふ
○
男
か
なんし
子
か
○
女
か
によし
子
か
○
落
か
おつる
○
専
か
せんよう
要
か
○
旨
か
むね
○
保
か
たもつ
○
心
か
こゝろがけ
懸
か
○
領
か
りやうない
内
か
○
公
か
くじ
事
か
○
沙
か
さた
汰
か
○
落
か
らくぢやく
着
か
○
米
か
べいせん
錢
か
○十四
（○
か
注
）成
か
せいばい
敗
か
○
○
か
ころす
奉
か
ぶぎやう
行
か
○
百
か
ひやくしやう
姓
か
○
自
か
じた
他
か
○
地
か
ぢとう
頭
か
○
利
か
り
○十五
○
多
か
おほく
○
請
か
うくる
○
情
か
なさけ
○
飯
か
はんまい
米
か
○
五
か
ごこく
穀
か
○
置
か
をく
○
恥
か
ちじよく
辱
か
○
悪
か
あつこう
口
か
○十六
○
刀
か
かたな
○
死
か
しする
○
薬
か
くすり
○
語
か
かたる
○
書
か
しよもつ
物
か
○
妄
か
みだり
○
使
か
つかひ
○十七
○
金
か
きんぎん
銀
か 
（
29ウ）
○十八
○
一
か
いちみ
味
か
○十九
○
善
か
ぜんじ
事
か
○
財
か
ざいほう
宝
か
○
求
か
もとむ
○廿
○
酒
か
さけ
○
仇
か
あた
○
扶
か
たすかる
○
一
か
いちえん
圓
か
○
談
か
だんぎ
儀
か
○
聴
か
ちやうもん
聞
か
○
朝
か
あした
○
立
か
たちあがる
揚
か
○廿一
○
終
か
をはり
○
捧
か
さゝぐ
○
糺
か
きうめい
明
か
○
憐
か
あはれむ
○
死
か
しきよ
去
か
○廿二
○
守
か
しゆご
護
か
○
敵
か
てき
○
心
か
しん〴〵
信
か
○
血
か
ち
○
病
か
びやうじや
者
か
○
醫
か
いしや
者
か
○廿三
○
家
か
けない
内
か
○
司
か
つかさ
○
毒
か
どくやく
薬
か
○廿四
○
籠
か
こもる
○
恩
か
をんしやう
賞
か
○廿五
○
親
か
をや
○
養
か
やしなひ
○
勤
か
つとむる
○
悲
か
かなしむ
○
疵
か
きず
 
（
30オ）
注
　
原文では、 「
○
」を欠いているので、私に補った。
（うるしざき
　
まさと／本学教授）
